
　新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の試算では、1000キロワットの

プラントでは発電コストが１キロワット時当たり40～60円と高い。発電だけで採算を

とるのは難しいため、久米島町などは、くみ上げた冷たい海洋深層水をクルマエビ

や海ブドウの養殖、ホウレンソウの栽培、空調や海水淡水化、リチウム回収などに

複合利用して経済性を評価する予定だ。

■フランスはベンチャー企業と造船会社が浮体式の建設計画

　一方、フランスは昨年、再

生エネルギー分野のベンチ

ャー、アクオ・エナジーと造

船会社のＤＣＮＳなどが、カ

リブ海に浮かぶフランス領

マルティニーク島の沖合と

沿岸に海洋温度差発電を

建設する計画を打ち上げ

た。浮体式の海洋温度差発電の最大出力は１万6000キロワットで「ＮＥＭＯ」プロジ

ェクトと名付けた。欧州委員会の革新的な低炭素エネルギー実証プロジェクト（ＮＥ

Ｒ300）に選ばれ、約7200万ユーロ（約97億円）の助成を受けることになった。

　島の沖合５キロメートルに浮かぶ浮体で、セ氏25度以上の海洋表層水と深さ1000

メートルのセ氏約５度の深層水を使って発電する。稼働は18年を目指している。同

島の沿岸部では「ノーチラス」と名付けたプロジェクトが動き出す。5700キロワットの

プラントの建設を16年から始める計画だ。

　日本は海洋温度差発電の実証試験では先行したものの、実用化では米国やフラ

ンスに逆転されたという事態になりかねない状況だ。国や産学官が一体となって実

用化に取り組むのかどうか、決断が迫られている。

（科学技術部シニア・エディター　西山彰彦）

フランスのアクオ・エナジーとＤＣＮＳがフランス領マルティニーク島で計
画している浮体式の海洋温度差発電（アクオ・エナジー提供）
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